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Mycobacteriaの 抗 酸 性 に 対 す る 脂 質 の 役 割
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Investigationswerecarriedoutonthestainabilityofdefattedbacterialcellsandextracted

lipidfractions(Table1&2)toknowthemachanismofacidfastnessofmycobacteria.Bacter-

ialcellsbecamenon-acidfastastheresultofboundlipidextraction(Table4),andallofthe

extractedlipidfractionsstainedacidfast.Thisacidfastnesswaslostbytheultraviolet

irradiation(Table5).Theseevidencesshowedverycloserelationshipbetweentheacidfastness

ofbacterialcellsandthelipids.However,apPreciablecorrelationwasnotfoundquantitatively

betweenthedifferentdegreesofmycobacterialacidfastnessandtheamountoftotallipidsor

crudemycolicacid.Analyticalstudiesofcrudemycolicacid(Table3),too,couldnotoffer

anyconvincingevidencesavailablefortheexplanationofthedifferencesofacidfastnessamong

variousmycobacterialstrains.

Verysimpleexperimentsconductedbytheideathattheextractedlipidsmightbeunmasked

atthebindingsiteswithmanysubstancessuchasprotein,polysaccharideetc.revealedthat

theboundlipidlostacidfastnesscompletelyimmediatelyaftermixingwitheitheroneofyeast

extract,bovinealbuminorPPDsjustasitwasassumed(photograph).Thisevidencesug-

gestedthatthestrongacidfastnessoflipidsisonlyanexpressionofthestrongaffinitytoany

substances,whicharenecessaryforthetightconstructionofcellwallstructure.

Itwasconcluded,therefore,thatthemechanismofacidfastnessofmycobacteriawill

adequatelybeattributedtotheintegrityofphysicalstructureofce11、 、-a11,whichcontains

lipidsastheimportantstructuralmaterial,andnottotheacidfastnessoflipids.

紫外線照射 と適切な脱色操作 とを併用 して室橋 ・吉 田

は一連 の実験1)～6)を行ない,抗 酸性喪失経過 の違いか ら,

Mycobacteriaの 抗酸 性が菌 型あ るいは菌株 に よつ て著

しく異な ることを示 し,最 も弱い抗酸雑菌か ら最 も強 い

癩菌群に至 る数多 くの菌株が,そ れぞれ の抗酸性 の程度

に応じて抗酸性地図上に位置づけ られ ることを 明 らかに

した6)。これ らの実験におい て示 された紫外線照射 に よ

る菌体抗酸 性の喪失は,照 射 菌体の染色性か らみて,紫

外線エネルギーに よる細胞壁構造の破壊に基づ くであろ

うと推論 され た2)。然 りとすれば,抗 酸性 の機 作をbar-

rierと しての細胞壁構造に帰す ることが可能 とな ろ う。

しか し他方におい て,Fethke,N.お よ びAnderson,

R・J・7)を始 め として,菌 体脂質特にMyco1酸 が抗酸性

を呈す ることか ら,抗 酸性 の機作をMyco1酸 自体 の染

色性 に 帰 そ うとす る 考え方 も 存在す る。 この立場か ら

すれば,紫 外線照射 に由 る菌体抗酸性の喪失は,紫 外線

エネル ギーに よるMyco1酸 およびその誘導 体の 化学 構

造 の変化 として説 明す る こともまた可能であ るか も しれ
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な い。た だ しこの場合,Mycol酸 説 の基礎を なす脂 質の

抗 酸性はZiehl-Neelsen染 色法 をもつ て証 明され たにす

ぎず,し か も各種Mycobacteriaの 抗酸性 の強 さの違 い

とMyco1酸 との量的 関係が示 されていない 点は注 目に

値 し,Mycol酸 を抗酸性の担い手 とい うため には なお検

討 の余地 があろ う。

そ こで,数 種のMycobacteriaを 用い,Myco1酸 を

含む脂質 を抽出 し,脂 質な らびに脱脂菌体 につい て抗酸

性 を検討 して,Myco1酸 と菌体抗酸性 との関連を 明 らか

に しようと考え本実験を行なつた。

実験材料 ・方法

1.菌 株 。BCG-J,今 村No.8,M.phleiお よ びM.

Fig.1.ExtractionoftheBacterialLipid(By'..L,3
Anderson'sandFolch'sprocedure)
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fortuitum335Rは 生 菌 の ま ま,H37Rv,H37Rv-R-INH

(5mcg/ml)お よびH37Raは 加 熱 死 菌 と して,そ れ ぞれ

用 い た 。M.phleiお よ びM.fortuitumは2週 間,そ

の 他 は す べ て4週 間 ソー トン培 地 に培 養 し,濾 液 を除 い

て 水 で 洗 灘 後,ア セ トソ乾 燥 菌 と した 。

2.脱 脂 方 法 。 ア セ トン乾 燥 菌 か らFig.1の 如 く脱

脂 を 行 な つ た。 まずAnderson法8)に よ り,ア ル コー

ル ・エ ーテ ル(1・1)で4回 抽 出 し(Extract1),菌 体

残 渣 を ク ロ ロ フ ォル ムで4回 抽 出 し(Extract2),最 後

にFolch法9)10)に よ り,0.6%塩 酸 を 含 む ク ロロ フ ォル

ム ・メ タ ノ ール(2:1)を 用 い て 還 流 し て 結 合 脂 質

(Extract3)を 抽 出 した 。

3・ 脂 質 の 加 水 分 解11)12)。Fig・2の 如 く行 な つ た。 脂1

質 を ベ ソゼ ンに 溶 か し,同 量 の メ タ ノ ール 性5%KOH

を加 え て,ア ル コ ール ・エ ー テル 画 分(Extract1)は

3時 間,ク ロ ロ フ ォル ム画 分(Extract2)お よび 結 合脂

質(Extract3)は15時 間 還 流 さ せ た の ち 溶 媒 を と ば

す 。 次 で エ ー テ ル に 溶 か して 水 で振 り,水 層 を 塩酸 酸 性

と し,再 び エ ー テ ル で 振 つ て 得 た 画 分 を 水 で 洗 源 後溶 媒

を とば し,エ ー テ ル に 溶 か し て2倍 量 の メ タ ノール を加

え て4℃ に一 夜 放 置 した 。 沈 殿 を集 め,エ ーテ ル ・メ タ

ノール 精 製 を繰 返 して 粗Myco1酸 を 得 た。

4・ 薄層 ク ロマ トグ ラ フ ィー。Lan6elle,G.の 方 法13)

に 従 つ た 。 ジ ァ ゾ メ タ ンで メチ ル エ ス テル 化 したMycol

酸 を アル ミナ の カ ラム に か け,精 製 し た メチル エ ス テル

を ワ コ ー ゲルB5の 薄 層 に ス ポ ッ トして,石 油 工 一テ

ル ・エ ー テル(9:1)の 溶 媒 で3時 間 展 開 させ た。 試 料

は100mcgず つ 用 い た 。

5.脱 脂 菌 体 お よ び脂 質 の 染 色 。 菌 体 の塗 抹 染 色 は

40～50mg/mlの 菌 液 を 用 い て既 報3)～6)の 如 く行 な つ た 。

脂 質 は200～300mcgを 径 約10mmに 拡 げ て塗 り,自

然 乾 燥 後,菌 体 の場 合 と同 様 にMazdaGL15を 用 い て

距 離10cmか ら紫 外 線 を照 射 し,ピ ク トリアブ ル ー 染

色 液 で染 色 し,水 洗 後,0.1%硝 酸 ・70%エ タ ノール

で 脱 色 し,10倍 希 釈Ziehl液 で 複 染 した 。 脱 色剤 とし

て は 比 較 の ため に4%硝 酸 ・エ タ ノ ール お よび0.1%塩

酸 ・70%エ タ ノール を も 用 い た 。 脱 色 時 間 は いず れ の脱

色 剤 の場 合 も,慣 用 の 抗 酸 染 色 手 技 に 準 じてす ぺ て20

～30秒 と した 。 更 に脂 質 の 抗 酸 性 の意 義 を 検討 す る た

め に 脂 質 に 酵 母 エ キ ス,牛 血 清 ア ル ブ ミ ソ あ る い は

PPDsを 混 じて 染 色 性 を調 べ た。

実 験 成 績

1.抽 出され た脂 質の性状

アセ トン乾 燥菌体か らAnderson法,次 でFolch法

で抽 出され た脂 質の収量はTable1の 如 く で,菌 株に

よつて多少異な るが,脂 質総量 は 乾 燥菌体重量 の30%

内外を占め,M・fortuitumを 除けば,結 合脂 質 は ほぼ
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Table1.LipidContentsinAcetonDriedCells

Strain
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Chloro-lBound
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extract%%
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Table2.YieldsofCrudeMycolicAcid(%)
inAcetonDriedCells
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そ の 半量 とみ る こ とが 出来,菌 体 に 占 め る脂 質,特 に 結

合 脂 質 の割 合 が 極 め て大 きい こ とを示 して い る。

これ らの脂 質 各 分 画 に 含 ま れ る 粗Mycol酸 量 は

Table2の 如 くで あ る。 生 菌 材 料 で み る と,BCG,今 村

No・8お よびM.phleiで は 乾 燥 菌 体重 量 の6～7%で

あ るが,M.fortuitumで は2.0%で 少 な く,ま た加 熱

死 菌 材料 でみ る と,H37Rvお よび そ のINH耐 性 菌 の そ

れ が3～4%で あ るに 対 し てH37Raは1・O%で 少 な

く,M.fortuitumやH37Raに 比 べ て 他 の 菌 株 は 圧 倒 的

に 多量 の粗Mycol酸 を含 ん で い る こ とが 示 され た 。 結

合 脂 質 中 の粗Myco1酸 の赤 外 吸収 ス ペ ク トル はFig.3

の 如 くで あ る。

Myco1酸 メチ ル エ ス テ ル の主 な 画 分 は,ア ル ミナ の

カ ラムで ペ ソゼ ソ ・エ ーテ ル(9:1,8:2,2:1)中 に

得 られ た。 た だ しM.fortuitumの そ れ のみ は,石 油 工

一 テル ・ベ ソゼ ソ(9:1)で 抽 出 され た
。 これ らの分 画

の薄 層 クロマ トグ ラ フ ィーの 結 果 はTable3の 如 くで,

M・fortuitumの み はRfO.9のonespotで あ つ た が,

他 の菌 株 で はRfO・55～0・57を 生 成 分 とす る3～4個 の

spotが み られ た。 ま たH37Rv-R-INHで はRfO.62の

spotが 他 の 菌 株 に 比 べ て 多 量 で あ つ た 。

更 にMycol酸 メチ ル エ ス テ ル を 薄 層 に ス ポ ッ ト した

の ち紫 外 線 を30～40時 間 照 射 し,こ れ を 展 開 させ た と

こ ろ,各spotはtailingを 起 し,原 点 に 止 ま る物 質 が
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Fig.3. InfraredSpectraofMycolicAcidsin

EachBoundLipid
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認め られ るよ うになつた。

2.菌 体お よび脂質 の抗酸性

アセ トソ乾燥菌 アル コール ・エ ーテル処理菌,ク ロ

ロフォル ム処理菌お よび結合脂質抽 出菌 の順 に1枚 のス

ライ ドに塗抹 し,染 色 して,脱 色剤を作用 させ た と こ

ろ,4%硝 酸 ・エ タノールでは どの抽 出段階 の菌 体 も程

度の差はあれすべて 明 らかに抗酸性を呈 した が,O.1%

硝酸 ・70%エ タノールを用いた ところ,供 試菌 株な らび

に各抽出段階に応 じて,菌 体抗酸性 に著 しい差 が認め ら

れた。

すなわちTable4の 如 く,0.1%硝 酸 ・70%エ タ ノ

ールで脱色す ると,生 菌材料 ではM.phleiお よびM.

fortuitumが すべて の段階 で非抗酸性 であつたのに対 し

て,BCGや 今村No.8は 抽 出の進む につれ て漸 次抗酸

性を減 じ,結 合脂質抽 出によつ て完全 に非抗 酸化 した。

また加熱死菌材 得でば,ア セ トソ乾燥 したのみですでに

全般的に抗酸性が弱 まつ ていたが,Hs7Raは すべての抽
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Table3.YieldsandPropertiesofCrudeMycolicAcidinLipidFractions
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Table4.AcidfastnessofDefattedBacterialCells

Decolorizer

(20～30
seconds)

4%HNO3-
ethano1

Strain

M.phlei

BCG

ImamuraNo.8

0.1%
HNO3-
70%

ethanol

M.fortuitum335R

M.phlei

lBCGI

ImamuraN。.8

H37Ra#

H37Rv#

iH37Rv-R-INH#
し

Before
extraction

柵

Alcoho1-
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extracted

Chloroform
extracted

十

土

十

十

十

土

土

土

Chloroform-
methano1-

HC1-
extracted

#Heatkilledcells

出段階 において非抗酸性に染 ま り,H37Rvお よびH37Rv-

R-INHは 抽 出の進むに伴い次第に抗酸性を減 じて,BCG

な ど生菌材料 と同様 に結合脂質抽 出に よつて完全に非抗

酸化 した。

この成績 は,抗 酸 性の程度 の検討 には既報1)の 如 く脱

色剤 の選択 が必要で,通 常 の抗酸染 色に用 い られ る3～

た の ち染 色 した と こ ろ,Table5の 如 くBCG ,

No・8・H37Rvお よびH37Ra由 来 の脂 質 は20～40時 間

の 照 射 後 もな お抗 酸 性 を 維 持 した が ,M.fortuitumの

そ れ は3時 間,M・phleiの そ れ は10時 間 でほ とん ど抗

酸 性 を 失 つ た 。 ま たH37Rv-R・-INHで はExtract2お

よびExtract3の 抗 酸 性 が 弱 く,10～20時 間 の照 射 で

4%酸 ・エタ ノールのみでは菌体

の非抗酸化 の推移 を詳 しく知るこ

とが不可能であ るこ と,な らびに

脂 質特 に結合脂質 の抽 出が菌体 の

抗酸性 を著 しく弱め るので,菌 体

の抗酸性 に対す る脂質 の関与を重

視すべ きであ ることを 示 して い

る。

次 に抽 出 され た脂 質 の抗酸性を

調べた ところ,ア ル コール ・エ ー

テル画分(Extract1),ク ロロフ

オル ム画分(Extract2)お よび結

合脂質(Extract3)の すべてが明

らかに抗酸性 を呈 した。 これ らの

脂 質の塗抹標本 に紫 外線を照射 し

今 村
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Table5.AcidfastnessofLipidFractions

Strain

M.fortuitum335R

M.phlei

BCG

ImamuraNo.8

H37Ra#

H37Rv#

.Ul
レ「irra-I

diationExtractExtractExtract

、蒜謙 ■123

H3TRv-R-INH#

#Heatkilledcells

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

4

2

2

2

十
土

仔
十

惜

総

冊

十

冊
十

廿

十

十

±

二
n
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報

骨

卦

+

帯

+

+

十

一

十

土

十

十

口廿
一汁

耕

昇
h
料

廿

十

ほぼ非抗酸 化 した。

以上の如 く,菌 体か ら抽出 され た脂 質が明 らかに抗酸

性に染ま り,し か も一定 時間の紫外線照射 に よつて非抗

酸 化した ことと,結 合脂質抽 出後に菌体が非抗酸化 した

こととは,菌 体の抗酸性に対 して脂質が重要な役割を演

じてい ることを強 く示唆す る。 しか しその反面,脂 質の

抗酸性を喪失せ しめ るには,そ れが 由来 した諸菌株につ

いて既知の抗酸性の程度の違い と2)、6)は無関係に,し か

も遙かに 長時間の紫 外線照射 を要 した点は,多 量 の脂 質

(200～300mcg)が 塗抹 され た とい う昂二的 な問題を顧 慮す

るとして も,脂 質の抗酸性が そのまま菌体 の抗酸性 を意

味する ものとは言いが たい ことを示す よ うに思 われ る。

菌 体の抗酸性 に対す る脂 質の"重 要 な役割"が 脂 質の抗

酸性その ものではない とすれば,抗 酸性 に対 して脂 衡ぱ

いかな る意義 を もつ であろ うか。

この疑問に対 してはr脂 質総量(Table1)と 脂質の強

い抗酸性(Table5)と が示唆 を与えてい ると思 う。す な

わち乾燥菌体重 量の30%内 外を占める脂 質は 菌体特に

細胞壁階造の重要な素材をなすであろ うし,し たがつて

その抽出は細胞 壁に物理的損傷を与え,結 果 として菌 体

を非抗酸化せ しめ るであろ う。一 方細胞壁構築素材 とし

ての脂質は,抽 出に ょ り蛋 白や多糖体な どとの結rτが破

壊 され て,結 合部位が露出 した状態になつてい るであろ

うと推察 され る。 この点を確かめ るために次の実験を行

なつた。

M.phleiお よびBCGか ら抽出 した結 合脂 質 に 酵母

エキスを混和 し,直 ちに塗抹,自 然乾燥 し,ビ ク トリア

ブルー同時法 染色液 で染色 した後,0.1%硝 酸 ・70%エ

タ ノール で30秒 闘脱色 した^

その結 慰 よ写 真に 示す如 くで,非 処理 の結 合脂 質は抗

酸性であつたが,酵 母 エキスと混 じた ものは全 く非抗酸

性に染まつたQこ れは酵 母エキス中のいろいろな物質が
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Photograph.AcidfastStainabihtyofBound
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脂質 と結びつ いたために,脂 質は最早 や色素 と輩固に結

台す ることが出来 な くなつたため と考え られ る。 更に乍

血 青アルブ ミンあるいはPPDsをBCG由 未の結合脂 質

に混和 してみ たが,結 果は酵母 エキスの場合 と全 く同檬

であ つた。 また脱色剤 と してのO.1%酸 ・70%oエ タノ

ールにHCIを 用 いよ うとHNO3を 用い よ うと結果は全

く同 じであつた。

これ らの小実験 は,菌 体の抗酸性に対す る脂質 の役割

を端 的に示 し,菌 体の抗酸性を担 うものは脂 質を主要構i

築素材 とす る細胞壁の物理構造の完全 さであ つて,脂 質

の抗酸性その ものではない と考えしめ る意味 で,極 め て

示唆 に富む といえ よ う。

脂 質 と脱脂菌体 とに関す る以上 の実験 成績 と,菌 体 の

抗酸性破壊に関す る一連 の実験成績1)～6)とを総括 して,

Mycobacteriaの 抗酸性の機f乍を細胞壁溝造 の 物理的 性

質 と して結論つげ ることが できると思われ る。

考 察

Mycobacteria菌 体 を脱 脂 す る と,脱 脂 の'6段 階 に 応

じて 漸 次抗 酸 性 が 失 われ,結 合脂 質抽 出 に よつ て つ い に

す べ て の 供試 菌株 が非 抗 酸 化 され た。 そ して 抽 出 され た

脂 質 は 明 らか に抗 酸 性 を有 し,し か もそ れ が 紫 外線 照 射

に よつ て次 第 に失 われ る こ とが 示 され た っ これ らの 事 発

は,脂 質が 菌 体 の抗 酸挫 に1`霜い 関 連 を 持 つ こ とを 示 十 も

ので あ る が,他 方,脂 質 総 吊:T結 合脂 質 「;[,Mycol酉 娼重

な どは,共 に それ らが 由 来 した 菌体 のIJt〔酸 性 の 糧 度 とは

必ず し も相 関 しな い 点 ぱ 注IJに 値 す る。 特 に 脂 質 をfJlviC

分解 して 得 た 粗Mycol酸 に つ い てみ れ ば,Mycobacteria
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中 最 も抗酸性 の弱いM.fortuitumで ば これが 少なかつ

たが,同 程度 に抗酸性の弱いM.phleiで は,よ り抗 酸

性 の強いBCGや 今村No.8と 同程度 の粗Mycol酸 量

を含み,ま た加熱死結 核菌では,紫 外線照射 に よ つ て

H37Raと 同程度に抗酸性を失 うINH耐 性菌(H37Rv-R

-INH)5)が
,よ り抗酸 性の強い親株H37Rvと 同程度 の

粗Mycol酸 を含んでお り,既 報 の成 績1)～6)で見 られた

各株未処理菌体 の抗酸性 の強 さの違い と粗Mycol酸 量

との間に 明 らかな相関 を認める ことがで きなかつた。

Andersonら7)に よれ ぽ,Myco1酸,そ の誘導体あ る

い は分解物(ヘ クサ コサ ン酸等)を 抗酸性について比較

検 討 した結果,遊 離 のcarboxy1基 をもつMyco1酸 が

抗 酸性に重要 な役 割を もつ とい う。 この"重 要な役割"

が 具体的に何を意味す るかは別に考察す ることに して,

本 実験の場合,粗Myco1酸 の量 のみでな く,質 の検討

を もす る必要があ る と考 え られ たので,薄 層 クロマ トを

用 いて しらべた。 その結 果,M.phleiの 場Fraeは 粗

Myco1酸 量は多かつ たが,ア ル ミナの カラムで得たべ ソ

ゼ ソ ・エ ーテル 中の メチルエステル量 が26.5%で 他 の

菌 株の半量にす ぎなか つた点 や,薄 層 クロマ トで原点近

くに止 まる物質が60%に 及んだ ことは,他 の菌株 との

明 らかな相違点 と して認 める ことが出来た。 しか し,こ

の程度の違いを もつては,M.phleiの 極めて弱 い 抗酸

性 を説明す ることは 困難 と思われ る。 また結 核菌の うち

H37Rv-R--INHは,よ り抗酸性 の強いH37Rvと 同 程度

のMycol酸 量を示 し,し か もMyco1酸 メチルエステ

ル の薄層 クロマ トの結果は,い ずれ の菌 もよ く似 たRf

値 を もつ主成分を含んでいて,こ の検査 で得 た成績 に関

す る限 りは,質 的に 明 らか に異 なる とい う証拠 は得 られ

なか つた。 ただH37Rv-R-INHに はRfO.62のspotが

多かつた が,脂 質の抗酸性の強いH37RvやH37Raに 含

まれ る3コ のspotを も含んで い る の で,RfO.62の

spotに 特 に意 味がある とは考え られない。

更にMycol酸 メチル エステル を 薄層にス ポ ッ トした

のち,紫 外線 を30～40時 間照射 して これを展開 させ た

ところ,各spotはtailingを 起 し,原 点に止 まる物質

が認め られ た。抗 酸性の弱いM.phlei菌 体 由 来 の 粗

Mycol酸 中に原点近 くに止 まる物 質の多かつた ことを 杉

え併せ ると,こ の所見 ば,長 時間の紫外線照射に よつて

Mycol酸 が酸化を受け て,化 学構造 が変化 し,そ のため

に染色性が弱化 した のでは ないか と考 え られない ことも

な い。 そ う考え うるとすれば,紫 外線照射 に よる菌体抗

酸性喪失 の場合に も,脂 質の化学構造 の変化 を もつて説

明す るこ ともあ るいは可能であ るか も しれ な い。 か く

て,Mycol酸 を含む脂質 の構造 とMyco1酸 量 とが抗酸

性 に影響を与 えている と思 われ る点 も観察 さ れ は した

が,そ の反面,極 め て抗酸性 の弱いM.phleiが,質 的

な問題 はあるにせ よ,比 較的 多量 の粗Myco1酸 を含む

結 核 第43巻 第8号

こ とや,INH耐 性結核菌 が親株同様に多量か つほぼ同質

のMyco1酸 を含むにかかわ らず 菌体お よびその脂質の

抗酸性 が弱い ことな どを考 えれば,Mycol酸 の抗酸性 と

脱脂菌 体の非抗酸化 とを直線 的に結びつけ て,Mycol酸

が抗酸性 に染 ま ることを以て直 ちに菌体の抗酸性を説明

す ることには無理 があ ると思われ る。 然 りとすれば,菌

体の抗酸性 に対す る脂 質の役割をいか に考え るべ きであ

ろ うか。

この疑問に対 しては,実 験成験の最後 に述べ た小実験

の結果が回答 を与 えてい るよ うに思われ る。す なわち菌

体細胞壁構造 の素材 として存在す る場合 の脂 質は,蛋 白

や多糖体な ど多 くの物質 との結合 部位が マス クされた状

態 にあ るが,抽 出され た状態 においては その結 びつ きが

破れて,い ろいろな物質 と結 合 していた部位が露 出され

るために,た また ま加 え られ た色素 とも強 く結びっいて

抗酸性を呈 したの であ ろ うと解 釈す ることが できよ う。

こ う考えれば,抗 酸性 に対す る脂 質の関与は,脂 質 自体

が抗酸性に染 まることではな くて,そ れが主要な素材と

なつて葦固 に構築す る細胞 壁にbarrierと して色素の逸

出を防 ぐ機能を与え ることに意義 を有す るとい うべきで

あろ う。 この考えに基づけば,Mycol酸 説では説明 しえ

ない現象,す なわち機械的 に破壊 されて脂質 の変化を考

ええない菌 体細胞部分や14),グ リシ ン ・リゾソチ ーム処

理 で作 られ,細 胞 壁の残存付着 してい るス フェロプ ラス

ト15)などが非抗酸 性を呈す る事実 を も,矛 盾な しに説 明

す るこ とがで きる。 更にMyco1酸 を含 まない寄生虫

卵が抗酸性 を呈す る ことの説 明も,固 有 の細胞 壁の物理

的構造 による と考 えれば,あ えてMyco1酸 を持ち出す

までもない。

Mycobacteriaの 抗酸性 破壊に関す る一連 の実験 と,

以上 の考察 とを総 合 して,Mycobacteriaの 抗 酸性 の機

作を,脂 質を含む細胞壁 の物理的構造 の完全 さに帰す る

ことは妥当であ ると思われ る。

結 論

Mycobacteriaの 抗酸性 の機 作を うかが うた め に,数

種 のMycobacteria菌 体か ら脂 質を抽出 し,脱 脂菌体お

よび脂 質の抗酸性を調べ た。

菌 体は結 合脂質 の抽 出によ り非抗酸化 し,脂 質は抗酸

性 で しか も紫外線照射に よつ てそれが失 わ れ た。 しか

し,そ の反 面菌 株間の抗酸性 の強 さの違い と脂質総量や

Mycol酸 量 との間には相関が認め られず,Myco1酸 の

分析か らもその違 いを脂 質の抗酸性 を もつて説 明す るに

足 る成績は 得 られ なかつ た。そ こで抽 出 された状態では

脂 質の蛋 白や多糖 体な どと結合 してい た部位 が露出 され

てい るであろ うとの予想 の もとに,結 合脂 質に酵母 エキ

ス,牛 血清アルブ ミソあるいはPPDsを 混和 した ところ

抗酸性 は完全に失われた。
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以上の成績 と菌体の抗酸性破壊 に関す る既往 の成績 と

を総合 して,脂 質の抗酸性は菌体 の抗酸性 を直接 意味す

るものではな く,細 胞壁構築 のため の主要 素材 として必

要な結合能力の表現 として理解 され た。 そ して菌体 の抗

酸性の機作を,脂 質を含む細胞壁 の物理的構造 の完全 さ

として理解す ることが妥当であ ると結論 された。

本稿の要 旨は,第43回 日本結核病学会一般講演 な ら

びに特別講 演において演述 された。
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